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令
和
二
年
度
の
國
學
院
大
學
研
究
開
発

推
進
機
構
公
開
学
術
講
演
会
は
、
根
岸
茂

夫
氏（
文
学
部
教
授
、
國
學
院
大
學
校
史
・

学
術
資
産
研
究
セ
ン
タ
ー
長
）
を
講
師
に

招
き
、「
参
勤
交
代
行
列
の
構
造
」
と
題

し
て
行
わ
れ
た
。

公
開
学
術
講
演
会
は
、
例
年
、
秋
に
本

学
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
常
磐
松
ホ
ー
ル
に
て
行
い
、

多
く
の
方
々
に
お
越
し
頂
い
て
き
た
。
し

か
し
、
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
そ

の
形
式
で
の
実
施
は
難
し
く
、
講
演
の
様

子
をY

ouT
ube

：
國
學
院
大
學 

動
画

ア
ー
カ
イ
ブ
を
通
し
て
配
信
す
る
こ
と
と

公
開
学
術
講
演
会

　「
参
勤
交
代
行
列
の
構
造
」

�

根
岸
茂
夫
（
國
學
院
大
學
教
授
）

し
た
。

概
要講

演
は
、『
南
部
藩
参
勤
交
代
図
巻
』

（
太
田
稔
氏
所
蔵
、
岩
手
県
立
博
物
館
保

管
）
を
文
献
資
料
と
比
較
し
な
が
ら
読
み

解
く
こ
と
を
通
し
て
、
近
世
の
武
家
社
会

の
構
造
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
絵
巻
は
、
長
さ
が
約
三
十
メ
ー
ト

ル
で
あ
り
、
人
物
・
六
五
〇
人
、
馬
・

二
十
九
疋
、
鎗
・
六
十
四
本
、
鉄
炮
・

三
十
八
挺
、
弓
・
二
十
三
張
が
描
か
れ
る
。

・
は
じ
め
に

ま
ず
、
根
岸
氏
は
、
古
文
書
・
古
記
録

な
ど
の
文
字
史
料
だ
け
で
な
く
、
絵
図
も

重
要
な
史
料
と
な
る
。
こ
の
場
合
に
は
、

文
字
史
料
と
比
較
し
な
が
ら
描
か
れ
た
モ

ノ
を
解
釈
し
て
い
く
作
業
が
必
要
で
あ
る

と
し
た
。

そ
し
て
、
武
家
行
列
図
に
は
、
参
勤
交

代
の
よ
う
な
旅
装
の
図
と
、
藩
邸
か
ら
江

戸
城
に
出
仕
す
る
と
き
の
よ
う
な
平
時
の

図
が
あ
る
。
武
家
社
会
の
構
造
は
、
前
者

が
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。『
南
部
藩
参
勤

交
代
図
巻
』
の
よ
う
な
大
名
行
列
図
に
描

か
れ
た
も
の
を
文
字
史
料
と
比
較
し
な
が

ら
一
つ
一
つ
検
討
し
て
い
く
と
、
近
世
武

家
社
会
の
構
造
が
見
え
て
く
る
の
で
は
な

い
か
と
述
べ
た
。

・
南
部
藩
の
参
勤
交
代

南
部
（
盛
岡
）
藩
は
戦
国
時
代
以
来
の

大
名
で
、
南
部
氏
が
藩
主
で
あ
り
、
天
正

十
八
年
（
一
五
九
〇
）
に
南
部
盛
直
が
豊

臣
氏
よ
り
領
地
を
安
堵
さ
れ
、
寛
永
十
一

年
（
一
六
三
四
）
に
十
万
石
と
確
定
し
た
。

文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
に
は
蝦
夷
地
警

備
の
功
績
に
よ
り
、
二
十
万
石
の
格
式
と

な
っ
て
い
る
。

同
藩
の
参
勤
交
代
の
行
列
は
、
近
世
中

期
に
は
五
百
人
～
六
百
人
、
後
期
に
は

三
百
人
程
度
で
あ
っ
た
。
時
期
は
参
勤
は

三
月
、
帰
国
は
五
月
と
定
め
ら
れ
て
い

た
。
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盛
岡
か
ら
江
戸
ま
で
は
百
三
十
九
里

で
、
宿
駅
が
九
十
一
あ
り
、
こ
の
距
離
を

十
一
泊
十
二
日
（
十
二
日
振
り
）
で
進
ん

だ
。
た
だ
し
、
雪
が
降
る
九
月
か
ら
二
月

の
間
は
十
三
日
振
り
に
な
る
。
奥
州
街
道

の
宿
駅
で
は
、
各
宿
に
一
日
に
馬
二
十
五

疋
と
人
足
二
十
五
人
を
常
備
し
て
お
か
な

く
て
は
い
け
な
か
っ
た
が
、
足
り
な
い
場

合
に
は
周
辺
の
村
々
か
ら
馬
や
人
足
を
動

員
し
た
と
説
明
し
た
。

・
参
勤
交
代
行
列
は
武
家
の
軍
隊
の
行
列

絵
巻
の
冒
頭
、
火
縄
銃
が
入
っ
た
赤
い

袋
を
担
い
だ
鉄
炮
隊
が
進
み
、
そ
の
後
ろ

か
ら
弾
薬
が
入
っ
た
玉
箱
、
鎧
が
入
っ
た

具
足
櫃
、
さ
ら
に
馬
に
乗
っ
た
鉄
炮
隊
の

隊
長
（
御
鉄
炮
先
手
役
）
が
行
く
。
御
鉄

炮
先
手
役
は
、
多
く
の
人
々
を
従
え
て
い

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
根
岸
氏
は
、
時
代
劇

で
は
馬
に
乗
っ
た
武
士
が
一
騎
で
進
ん
で

い
る
。
し
か
し
、
実
際
は
馬
の
口
を
取
る
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口
付
、
草
履
取
、
傘
持
、
挟
箱
持
、
鎗
持

な
ど
の
家
来
を
従
え
て
お
り
、
そ
れ
が
当

時
の
常
識
で
あ
っ
た
と
述
べ
た
。

『
南
部
藩
参
勤
交
代
図
巻
』
は
鉄
炮
に

続
い
て
、
弓
、
長
柄
（
鎗
）
を
描
く
。
こ

の
順
序
は
、
敵
が
近
づ
い
た
場
合
、
鉄
炮

が
ま
ず
撃
ち
は
じ
め
、
次
い
で
矢
が
加
わ

り
、
さ
ら
に
敵
が
近
づ
く
と
、
長
柄
隊
が

突
っ
込
み
、
戦
闘
が
は
じ
ま
っ
た
こ
と
に

関
連
す
る
。

参
勤
交
代
の
行
列
は
、
戦
国
時
代
か
ら

江
戸
時
代
に
か
け
て
作
り
上
げ
ら
れ
た
武

家
の
軍
隊
の
行
列
で
あ
り
、
軍
隊
の
基
本

が
大
名
行
列
に
も
転
用
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
と
し
た
。

長
柄
隊
の
隊
長
の
後
ろ
に
は
馬
（
鼻

馬
）
が
五
疋
描
か
れ
る
。
こ
こ
ま
で
が
前

衛
部
隊
、
こ
こ
か
ら
が
本
陣
の
部
隊
で
あ

る
。
大
名
行
列
を
描
い
た
絵
巻
に
は
、
鼻

馬
か
ら
は
じ
ま
る
も
の
も
あ
る
。
多
く
の

藩
は
城
を
出
る
と
き
に
は
鉄
炮
隊
、
弓

隊
、
鎗
隊
を
整
え
て
い
る
が
、
最
初
の
宿

駅
で
そ
れ
を
帰
し
て
し
ま
い
、
そ
の
後
は

藩
主
を
中
心
と
し
た
本
陣
の
行
列
だ
け
で

進
む
。
江
戸
に
入
る
と
き
に
は
江
戸
屋
敷

の
足
軽
隊
が
板
橋
や
新
宿
ま
で
迎
え
に
出

て
、
再
び
鉄
炮
隊
ほ
か
を
整
え
て
い
た
と

述
べ
た
。

・
描
か
れ
な
い
人
々

江
戸
時
代
、
蹄て
い
て
つ鉄
が
無
か
っ
た
の
で
、

蹄
を
痛
め
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
馬
に
も

草
鞋
を
履
か
せ
て
い
た
。
こ
の
馬
の
草
鞋

は
「
沓
」
と
呼
ば
れ
た
。

馬
が
進
む
た
め
に
は
沓
が
必
要
で
あ
っ

た
が
、
先
に
述
べ
た
御
鉄
炮
先
手
役
の
側

に
沓
籠
を
持
つ
役
は
描
か
れ
て
い
な
い
。

そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
こ
の
絵
巻
に
描

か
れ
る
の
は
盛
岡
城
を
出
立
す
る
と
き
の

行
列
で
、
藩
の
人
間
の
み
が
描
か
れ
て
い

る
。
大
名
行
列
は
、
馬
や
人
足
を
宿
駅
で

雇
い
、
荷
物
を
持
た
せ
て
進
ん
で
い
く
も

の
で
あ
る
か
ら
、
御
鉄
炮
先
手
役
の
沓
籠

は
、
途
中
で
雇
う
人
足
に
担
が
せ
て
い
た

の
で
は
な
い
か
と
述
べ
た
。
さ
ら
に
、
こ

の
絵
巻
に
描
か
れ
た
も
の
が
行
列
の
す
べ

て
で
は
な
い
と
い
え
、
絵
巻
を
見
る
際
に

は
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
に
も
注
意
す
る
必

要
が
あ
る
と
し
た
。

・
武
威
や
格
式
を
示
す
も
の

鼻
馬
の
後
ろ
か
ら
、
御
陳
長
持
や
旗
竿

が
続
き
、
さ
ら
に
挟
箱
、
鎗
、
鉄
炮
、
弓
、

笠
や
長
柄
傘
が
進
む
。
こ
れ
は
大
名
の
武

家
と
し
て
の
威
力
（
武
威
）
を
示
す
も
の

で
あ
る
。
ま
た
、
鷹
匠
や
犬
牽
・
猟
犬
も

行
列
に
加
わ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
幕
府
よ

り
鷹
狩
り
を
許
さ
れ
た
こ
と
を
象
徴
す
る

も
の
で
あ
り
、
自
家
の
格
式
の
高
さ
を
示

す
も
の
で
あ
っ
た
と
し
た
。

対
し
て
、
藩
主
が
乗
っ
た
駕
籠
の
後
ろ

に
は
藩
主
の
蓑
、
御
薬
弁
当
、
御
水
弁
当
、

御
茶
弁
当
、
御
茶
道
が
進
む
。
こ
れ
は
、

駕
籠
の
前
と
は
対
照
的
で
あ
り
、
藩
主
の

日
常
、
用
い
る
も
の
が
並
ん
で
い
る
と
述

べ
た
。

・
大
名
行
列
は
な
ぜ
長
い
の
か

大
名
行
列
と
い
う
と
、
長
い
も
の
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
藩
主
の
家

来
達
も
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
家
来
を
連
れ
て
行

く
た
め
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
家
来
の
身
分

や
格
式
を
示
し
、
さ
ら
に
彼
ら
の
軍
役
を

も
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、
行
列
の
中
に
、

い
く
つ
も
の
小
さ
な
行
列
を
含
ん
で
い
る

と
言
え
る
。

藩
主
の
後
ろ
を
進
む
側
用
人
は
、
駕
籠

に
乗
り
、
弓
や
、
刀
を
入
れ
た
刀
筒
を
も

た
せ
、
馬
を
率
い
て
い
る
。
家
老
の
行
列

に
は
鉄
炮
五
挺
、
挟
箱
、
鎗
等
が
加
わ
っ

た
。
南
部
藩
で
は
な
い
が
、
幕
末
に
老
中

を
務
め
た
阿
部
正
弘
（
一
八
一
九
～
五
七
）

を
出
し
た
備
後
福
山
藩
（
十
万
石
）
の
史

料
に
は
、
藩
主
が
老
中
に
な
っ
た
と
き
に

は
、
一
万
石
の
格
式
で
東
海
道
を
上
下
す

る
こ
と
に
し
て
い
る
と
あ
っ
た
。
こ
の
こ

と
か
ら
も
家
老
の
行
列
は
大
名
の
行
列
を

小
規
模
に
し
た
も
の
で
あ
る
と
説
明
し
た
。

安
永
五
年
（
一
七
七
六
）、
オ
ラ
ン
ダ

商
館
員
と
し
て
江
戸
に
来
て
い
た
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
人
の
ツ
ュ
ン
ベ
リ
ー
は
、
将

軍
の
日
光
社
参
を
見
聞
し
た
。
彼
は
、
将

軍
と
藩
主
は
全
国
民
と
同
じ
服
装
・
髪
型

を
し
て
お
り
、
ま
た
、
宝
石
類
を
身
に
つ

け
な
い
の
で
、
他
の
者
と
区
別
が
で
き
な

い
。
し
か
し
、
旅
や
儀
式
の
際
に
は
、
身

分
や
名
声
に
よ
っ
て
彼
ら
の
周
り
を
相
当

数
の
人
々
が
取
り
囲
む
の
で
わ
か
る
と
し

て
い
る
。

武
士
は
、
階
層
が
上
が
れ
ば
、
そ
れ
だ

け
従
う
家
来
が
増
え
る
。
大
名
行
列
の
中

に
は
そ
の
よ
う
な
い
く
つ
も
の
行
列
が
含

ま
れ
る
。
こ
の
た
め
、
大
名
行
列
を
分
析

す
る
と
、
大
名
家
臣
団
の
形
成
過
程
も
わ

か
る
と
述
べ
た
。

・
行
列
の
意
味

　

武
家
の
行
列
は
、
見
せ
る
行
列
で
あ

り
、
見
ら
れ
る
行
列
で
も
あ
っ
た
。
ま
た

参
加
す
る
行
列
で
あ
り
、
動
員
す
る
行
列

で
も
あ
っ
た
。
人
々
は
参
加
す
る
中
で
自

分
の
位
置
を
確
認
し
た
。
一
方
で
、
武
家

の
た
め
に
諸
階
層
が
動
員
さ
れ
る
も
の
で

あ
り
、
そ
れ
が
武
家
政
権
で
あ
る
。
行
列

は
、
そ
れ
を
物
語
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。

や
が
て
、
多
く
の
藩
が
各
自
の
家
臣
で

は
な
く
、「
渡
御
徒
士
」「
渡
り
者
」
と
呼

ば
れ
る
非
正
規
の
者
を
雇
用
し
て
、
行
列

を
構
成
す
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
行
列
本
来
の
意
味
が
形
骸
化
し

て
い
く
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
雇
用
し
た

「
渡
り
者
」
が
、
行
列
を
乱
し
た
り
、
他

の
藩
の
行
列
の
渡
り
者
と
喧
嘩
を
し
た
り

す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
を
藩
の
武
士
達

が
統
制
で
き
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。

　

そ
の
渡
り
者
た
ち
は
、
行
列
が
通
行
す

る
途
中
で
、
鎗
や
長
柄
を
交
代
の
者
に
投

げ
渡
す
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
現
代
の
大

名
行
列
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
こ
の
投
げ
渡

し
が
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
大
名
行
列
を
下
か
ら
乗
っ
取

り
形
骸
化
さ
せ
て
い
っ
た
渡
り
者
が
お
こ

な
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、

幕
府
は
最
後
ま
で
、
鎗
を
投
げ
渡
す
こ
と

を
禁
止
し
て
い
る
と
述
べ
た
。

　

根
岸
氏
は
最
後
に
、
行
列
の
構
成
要
素

を
分
析
し
て
い
く
と
武
家
社
会
の
成
立
か

ら
解
体
ま
で
見
渡
す
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
結
ん
だ
。

 

（
文
責
・
大
東
敬
明
）

　

本
年
度
の
公
開
学
術
講
演
会
の
動
画
は

令
和
三
年
二
月
一
日
よ
り
公
開
さ
れ
て
い

ま
す
。
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、

ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
詳
細

は
『
國
學
院
大
學
研

究
開
発
推
進
機
構
紀

要
』
一
三
号
（
令
和

三
年
三
月
）
に
掲
載

さ
れ
ま
す
。
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二
〇
二
〇
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
の
感
染
拡
大
と
い
う
未
曾
有
の
事
態

に
見
舞
わ
れ
、
大
学
に
お
け
る
研
究
、
教

育
も
大
き
な
影
響
を
被
る
こ
と
と
な
っ

た
。
大
学
の
授
業
は
ほ
ぼ
オ
ン
ラ
イ
ン
と

な
り
、
海
外
か
ら
人
を
招
い
て
の
国
際
会

議
や
、
海
外
で
開
か
れ
る
国
際
学
会
も
中

止
と
な
っ
た
。
学
生
の
な
か
に
も
、
海
外

へ
の
留
学
や
旅
行
な
ど
、
楽
し
み
に
し
て

い
た
学
び
の
機
会
を
失
っ
た
人
は
多

か
っ
た
と
聞
く
。
日
本
文
化
研
究
所
で
は

長
く
宗
教
文
化
教
育
の
方
法
や
教
材
の

開
発
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
鎖
国
の
よ

う
な
閉
塞
的
な
環
境
の
中
で
、
海
外
の
宗

教
文
化
に
つ
い
て
学
ぶ
必
要
性
を
、
ど
の

よ
う
に
伝
え
、
ど
の
よ
う
に
実
践
的
に
学

ぶ
機
会
を
作
る
か
が
課
題
と
な
っ
て
い

た
。こ

の
よ
う
な
状
況
下
で
、
こ
れ
ま
で
も

大
学
に
お
け
る
宗
教
文
化
教
育
の
必
要

性
を
認
識
し
、
日
本
文
化
研
究
所
の
研
究

会
で
も
発
表
を
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と

も
あ
る
株
式
会
社
Ｔ
Ｎ
Ｃ
の
代
表
取
締

役
社
長
の
小
祝
誉
士
夫
氏
が
、
コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
試
み
と

し
て
「
オ
ン
ラ
イ
ン
家
庭
訪
問
」
の
仕
組

み
を
整
え
て
い
る
と
伺
っ
た
。
株
式
会
社

Ｔ
Ｎ
Ｃ
は
、
主
に
食
の
分
野
に
強
い
海
外

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
企
業
で
あ
る
。
イ
ス

ラ
ム
圏
で
は
、
す
で
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で

オ
ン
ラ
イ
ン
家
庭
訪
問
の
イ
ン
フ
ラ
が

構
築
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
家
庭
訪
問
と
は
、
株
式
会

社
Ｔ
Ｎ
Ｃ
担
当
者
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
、
通
訳
（
両
者
を
兼
ね
る
場
合
も
あ

る
）
と
、
企
業
側
担
当
者
が
現
地
の
情
報

提
供
者
とZoom

で
つ
な
が
り
、
家
の
中

を
見
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
生
活
実
態

を
知
る
と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行

う
も
の
で
あ
る
。
ス
マ
ホ
を
持
っ
て
、
家

の
中
を
移
動
し
な
が
ら
、
家
電
メ
ー
カ
ー

で
あ
れ
ば
、
例
え
ば
洗
濯
機
が
ど
こ
に
あ

り
、
誰
が
使
用
す
る
の
か
、
冷
蔵
庫
の
中

に
は
ど
う
い
っ
た
も
の
が
常
備
さ
れ
て

い
る
の
か
、
と
い
っ
た
こ
と
な
ど
が
話
題

と
な
る
。
海
外
へ
旅
行
に
行
っ
て
も
、
一

般
の
家
庭
を
訪
問
す
る
機
会
は
な
い
た

め
、
地
域
文
化
を
知
る
に
は
、
大
変
い
い

学
び
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

そ
こ
で
小
祝
氏
に
相
談
し
、
企
業
向
け

に
開
発
さ
れ
た
こ
の
新
た
な
イ
ン
フ
ラ

を
、
大
学
の
宗
教
文
化
の
学
び
に
使
用
さ

せ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
開

催
さ
れ
た
の
が
「
宗
教
文
化
オ
ン
ラ
イ
ン

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
で
あ
る
。
宗
教
文
化

教
育
推
進
セ
ン
タ
ー
と
の
共
催
の
形
で

行
わ
れ
た
。

七
月
に
行
わ
れ
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
大
変
好
評
で
あ
り
、

ま
た
宗
教
文
化
の
学
び
と
し
て
も
き
わ

め
て
有
益
で
あ
る
と
わ
か
っ
た
た
め
、
後

期
に
は
タ
イ
を
テ
ー
マ
に
し
て
実
施
さ

れ
た
。
い
ず
れ
も
大
学
生
を
中
心
に

一
〇
〇
名
ほ
ど
の
参
加
者
が
あ
っ
た
。

七
月
の
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ム
ス
リ
ム

の
暮
ら
し
」
で
は
、
七
月
二
日
二
〇
時
～

二
一
時
半
に
、Zoom

を
利
用
し
、
ま
ず

株
式
会
社
Ｔ
Ｎ
Ｃ
の
副
社
長
で
あ
る
木

下
朋
氏
に
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
今
と
生
活

者
ト
レ
ン
ド
」
と
題
し
て
、
海
外
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
と
い
う
仕
事
の
内
容
の
紹
介

も
し
つ
つ
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
視
点
か

ら
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
状
況
を
説
明
し
て

い
た
だ
い
た
。
次
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
宗

教
を
専
門
と
す
る
東
北
大
学
の
木
村
敏

明
教
授
に
宗
教
の
基
礎
的
な
情
報
を
歴

史
背
景
な
ど
も
含
め
て
説
明
し
て
い
た

だ
い
た
。Zoom

に
は
チ
ャ
ッ
ト
機
能
も

あ
る
た
め
、
参
加
者
か
ら
は
チ
ャ
ッ
ト
で

随
時
質
問
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
想
像

以
上
に
チ
ャ
ッ
ト
で
の
質
問
が
多
く
、
関

心
の
高
さ
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

七
月
九
日
二
〇
時
～
二
一
時
半
で
「
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
・
ム
ス
リ
ム
の
暮
ら
し
」
と

題
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
家
庭
訪
問
が
行
わ

れ
た
。
ジ
ャ
カ
ル
タ
在
住
の
テ
ィ
カ
さ
ん

と
い
う
、
夫
と
小
さ
な
お
子
さ
ん
と
三
人

暮
ら
し
の
若
い
働
く
女
性
の
お
宅
を
訪

問
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
写
真
に
も
あ
る

よ
う
に
冷
蔵
庫
の
中
ま
で
見
せ
て
く
れ

て
、
リ
ア
ル
な
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
暮
ら
し

を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
家
の
中
で
礼
拝
を
す
る
場
所
や

礼
拝
の
時
の
服
装
な
ど
も
、
質
問
を
す
る

中
で
案
内
を
し
、
紹
介
を
し
て
く
れ
た
。

参
加
者
は
特
に
コ
ロ
ナ
禍
が
イ
ス
ラ
ム

の
暮
ら
し
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
の
か
を
知
り
た
が
っ
て
い
る

よ
う
で
あ
っ
た
。

後
期
に
は
、「
タ
イ
の
暮
ら
し
と
宗
教

文
化
」
と
題
し
、
や
は
り
座
学
と
オ
ン
ラ

イ
ン
家
庭
訪
問
の
二
日
間
に
亘
っ
て
実

施
し
た
。
十
一
月
三
十
日
に
は
、
タ
イ
の

宗
教
、
社
会
を
専
門
と
す
る
櫻
井
義
秀
・

北
海
道
大
学
教
授
、
本
学
研
究
開
発
推
進

機
構
客
員
教
授
が
、
タ
イ
の
宗
教
状
況
に

つ
い
て
説
明
を
し
、
ま
た
株
式
会
社
Ｔ
Ｎ

Ｃ
の
木
下
氏
が
、
タ
イ
の
ト
レ
ン
ド
を
紹

介
し
た
。
十
二
月
一
日
の
オ
ン
ラ
イ
ン
家

庭
訪
問
で
は
、
バ
ン
コ
ク
に
暮
ら
す
二
十

代
の
パ
ッ
ト
さ
ん
と
い
う
女
性
の
お
宅

を
訪
問
し
た
。
家
庭
の
中
に
お
け
る
お
手

伝
い
さ
ん
の
位
置
づ
け
や
食
生
活
と

い
っ
た
日
常
生
活
に
関
わ
る
こ
と
か
ら
、

車
を
買
っ
た
と
き
の
お
寺
で
の
祈
祷
や

お
守
り
の
こ
と
な
ど
、
タ
イ
の
宗
教
文
化

に
関
わ
る
こ
と
な
ど
も
み
せ
て
い
た
だ

け
た
。
第
二
回
も
、
チ
ャ
ッ
ト
を
利
用

し
、
参
加
者
の
疑
問
に
答
え
な
が
ら
進
め

ら
れ
た
。

参
加
者
は
、
宗
教
に
関
わ
る
こ
と
だ
け

で
は
な
く
、
タ
イ
の
若
者
に
人
気
の
日
本

の
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
こ
と
や
、
ど
う

い
っ
た
ド
ラ
マ
が
人
気
な
の
か
、
若
者
の

暮
ら
し
そ
の
も
の
へ
の
関
心
も
高
く
、
質

問
は
広
い
分
野
に
わ
た
っ
て
い
た
が
、
ど

の
よ
う
な
質
問
に
も
丁
寧
に
対
応
し
て

い
た
だ
け
た
。
今
回
の
企
画
は
新
た
な
産

学
連
携
の
取
り
組
み
で
も
あ
り
、
今
後
の

研
究
、
教
育
の
仕
組
み
作
り
に
も
参
考
に

な
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

 

（
文
責
・
平
藤
喜
久
子
）

日
本
文
化
研
究
所

　
宗
教
文
化
オ
ン
ラ
イ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
タ
イ
）

「インドネシア・ムスリムの暮らし」
Zoomによるオンライン家庭訪問の様子
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令
和
二
年
一
二
月
に
、
日
本
文
化
研
究

所
主
催
の
催
事
と
し
て
二
〇
二
〇
年
度
国

際
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
見
え
ざ
る
も
の
た

ち
と
日
本
人
」
を
企
画
・
開
催
し
た
の
で

報
告
す
る
。
二
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

（
一
二
月
一
〇
日
、
一
二
月
一
六
日
）
と

講
演
会
（
一
二
月
一
九
日
）
を
合
わ
せ
た

一
連
の
催
事
と
し
て
行
な
っ
た
。
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
は
、
研
究
者
・
学
生
を
主
た
る

対
象
と
し
た
比
較
的
小
規
模
な
も
の
と
し

て
企
画
し
、
平
日
の
夜
に
開
催
し
た
。
講

演
会
に
つ
い
て
は
、
一
般
か
ら
の
申
込
を

受
け
付
け
、
多
く
の
参
加
者
を
得
た
。

企
画
の
趣
旨
は
以
下
の
通
り
と
な
る
：

神
、
幽
霊
、
妖
怪
、
鬼
、
な
ど
な
ど
、

日
本
人
の
周
り
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
見

え
ざ
る
も
の
」
た
ち
が
い
た
。
そ
の
「
見

え
ざ
る
も
の
」
た
ち
の
存
在
を
信
じ
、
信

仰
し
、
と
き
に
は
交
わ
り
、
使
役
し
た
り

す
る
も
の
も
現
れ
た
。
そ
の
交
流
の
物
語

は
人
々
の
想
像
力
を
刺
激
し
、
あ
ら
た
な

信
仰
や
物
語
、
そ
し
て
絵
画
が
生
み
出
さ

れ
て
き
た
。
現
在
で
も
、
ポ
ッ
プ
カ
ル

チ
ャ
ー
の
中
で
、
鬼
と
戦
う
物
語
や
地
獄

の
世
界
、
神
々
と
の
交
流
を
描
く
話
が
生

み
出
さ
れ
、
人
気
を
得
て
い
る
。
そ
し
て
、

そ
の
日
本
人
が
紡
い
で
き
た
見
え
ざ
る
も

の
た
ち
と
の
世
界
は
、
明
治
期
以
降
、
海

外
に
も
紹
介
さ
れ
て
き
た
。

「
見
え
ざ
る
も
の
」
を
日
本
人
は
、
ど

の
よ
う
に
伝
え
、
描
き
、
信
じ
て
き
た
の

か
。
そ
し
て
そ
の
あ
り
方
は
日
本
以
外
の

地
域
で
育
っ
た
人
に
は
ど
う
見
え
る
の
だ

ろ
う
か
。
本
国
際
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、

宗
教
、
文
学
、
歴
史
、
美
術
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
観
点
か
ら
日
本
人
と
見
え
ざ
る
も

の
た
ち
と
の
関
わ
り
を
問
い
直
し
た
い
。

次
に
各
催
事
の
概
要
を
記
す
。

◆
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
１
「
見
え
ざ
る
も
の

を
エ
ガ
ク
」

日
時
：
二
〇
二
〇
年
一
二
月
一
〇
日
（
木
）

一
九
時
～
二
一
時
半

場
所
：Zoom
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

報
告
者
・
題
目
：

・ 

遠
藤
美
織
（
江
戸
東
京
博
物
館
）「
勧

化
本
に
お
け
る
地
獄
極
楽
と
現
世 

―

『
孝
子
善
之
丞
感
得
伝
』
を
中
心
に
―
」

・ 

渡
邉
晃
（
太
田
記
念
美
術
館
）「
浮
世

絵
に
描
か
れ
た
〈
み
え
ざ
る
も
の
〉」

司
会
：
星
野
靖
二
（
日
本
文
化
研
究
所
）

参
加
者
：
最
大
三
三
名
（
画
面
上
で
の
最

大
参
加
者
数
。
以
下
同
様
）。

◆
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
２
「
見
え
ざ
る
も
の

を
カ
タ
ル
」

日
時
：
二
〇
二
〇
年
一
二
月
一
六
日
（
水
）

一
九
時
～
二
一
時
半

場
所
：Zoom

に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

報
告
者
・
題
目
：

・ 

廣
田
龍
平
（
東
洋
大
学
）「
非
人
間
の

／
に
よ
る
認
識
の
存
在
論
的
造
作
」

・ 

ド
リ
ュ
ー
・
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
（
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
サ
ン
タ
ク
ル
ズ
校
、

國
學
院
大
學
国
際
招
聘
研
究
員
）「
雪
、

妖
怪
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
：
北
越
雪
譜
と
越

後
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
つ
い
て
」

司
会
：
星
野
靖
二
（
日
本
文
化
研
究
所
）

参
加
者
：
最
大
三
六
名

◆
講
演
会
「
見
え
ざ
る
も
の
た
ち
と
日
本
人
」

日
時
：
二
〇
二
〇
年
一
二
月
一
九
日
（
土
）

一
四
時
～
一
七
時
半

場
所
：Zoom
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

報
告
者
・
題
目
：

・ 

ア
ン
ド
レ
ア
・
カ
ス
テ
ィ
リ
ョ
ー
ニ

（
名
古
屋
市
立
大
学
）「
湯
殿
山
信
仰
に

お
け
る
不
可
視
性
と
秘
密
性
」

・ 

小
泉
凡
（
小
泉
八
雲
記
念
館
、
島
根
県

立
大
学
短
期
大
学
部
）「
ラ
フ
カ
デ
ィ

オ
・
ハ
ー
ン
と
〈
見
え
ざ
る
も
の
〉
の

交
渉
を
め
ぐ
っ
て
」

・ 

斎
藤
英
喜
（
佛
教
大
学
）「
陰
陽
師
か

ら
い
ざ
な
ぎ
流
へ
―
見
え
る
も
の
か
ら

〈
見
え
な
い
世
界
〉
を
探
る
技
法
―
」

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
：
飯
倉
義
之
（
國
學
院

大
學
）、
藤
澤
茜
（
神
奈
川
大
学
）

司
会
：
平
藤
喜
久
子
（
日
本
文
化
研
究
所

所
長
）

参
加
者
：
最
大
一
五
三
名

　

全
体
を
通
し
て
、「
見
え
ざ
る
も
の
」

に
つ
い
て
、
例
え
ば
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に

描
か
れ
、
語
ら
れ
て
き
た
の
か
、
あ
る
い

は
そ
も
そ
も
見
え
る
／
見
え
な
い
と
は
ど

う
い
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
か
、
ま
た

そ
れ
は
ど
こ
ま
で
「
日
本
人
」
に
特
有
の

こ
と
な
の
か
、
と
い
っ
た
こ
と
を
め
ぐ
っ

て
充
実
し
た
議
論
を
行
う
こ
と
が
で
き

た
。
今
般
の
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
に
鑑
み

て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
と
な
っ
た

が
、
こ
う
し
た
や
り
方
が
発
表
者
・
参
加

者
に
と
っ
て
有
益
な
面
も
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
の
で
、
今
後
の
催
事
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
。 

（
文
責
・
星
野
靖
二
）

日
本
文
化
研
究
所

　
国
際
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
見
え
ざ
る
も
の
た
ち
と
日
本
人

　
　T

he�Japanese�and�the�R
ealm

�of�the�U
nseen

」
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本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
國
學
院
大
學

二
十
一
世
紀
研
究
教
育
計
画
委
員
会
研
究

事
業
「
渋
谷
の
都
市
形
成
と
再
開
発
に
関

す
る
研
究
」
の
一
環
と
し
て
実
施
し
た
。

当
初
は
令
和
元
年
度
事
業
と
し
て
令
和
二

年
二
月
の
開
催
を
予
定
し
て
い
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
延
期
す
る
こ
と
と
な
り
、
令
和
二
年

十
一
月
に
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
開
催
す
る
に

至
っ
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
二
部
構
成
か

ら
な
り
、
第
一
部
は
、
基
調
講
演
、
個
別

報
告
及
び
コ
メ
ン
ト
を
録
画
し
た
動
画
を

そ
れ
ぞ
れY

ouT
ube

上
に
十
一
月
十
六

日
か
ら
二
十
八
日
に
か
け
て
限
定
公
開
で

配
信
し
、
第
二
部
はZoom

を
用
い
た
ラ

イ
ブ
配
信
に
よ
り
十
一
月
二
十
八
日
に
開

催
し
た
。
以
下
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
内
容

を
紹
介
す
る
。

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
趣
旨
は
、
近
年
、

地
震
や
風
水
害
な
ど
の
大
規
模
災
害
が
全

国
的
に
頻
発
す
る
中
、
地
域
社
会
の
連
携

強
化
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
現
状
を

踏
ま
え
、
宗
教
施
設
な
ど
の
地
域
資
源
を

活
か
し
た
都
市
防
災
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
渋
谷
東
地
区
を
中
心
と
し
な
が
ら
他

地
域
と
の
比
較
を
試
み
る
こ
と
で
議
論
を

深
め
る
こ
と
に
あ
る
。
第
一
部
で
は
、
稲

場
圭
信
氏
（
大
阪
大
学
大
学
院
教
授
）
の

基
調
講
演
を
は
じ
め
、
黒
﨑
浩
行
氏
（
本

学
神
道
文
化
学
部
教
授
）、
知
久
雅
一
氏
・

鈴
木
清
志
氏
（
と
き
わ
松
町
会
）、
熊
澤

雄
一
郎
氏
（
渋
谷
区
危
機
管
理
対
策
部
帰

宅
困
難
者
対
策
担
当
課
長
）、
佐
野
和
子

氏
（「
震
災
時
に
お
け
る
地
域
社
会
の
役

割
を
考
え
る
会
」
事
務
局
。
な
お
同
会
は

世
田
谷
区
代
沢
地
区
の
防
災
を
検
討
す
る

地
域
活
動
団
体
（
非
営
利
組
織
））、
矢

島
嗣
久
氏
（
北
澤
八
幡
神
社
宮
司
）
の
六

氏
が
報
告
し
、
古
沢
広
祐
氏
（
本
学
研
究

開
発
推
進
機
構
客
員
教
授
）
が
コ
メ
ン

ト
。
第
二
部
で
は
、
古
沢
氏
の
司
会
に
よ

り
、
一
般
参
加
者
を
交
え
た
総
合
討
議
を

実
施
し
た
。

基
調
講
演

稲
場
氏
は
「
都
市
防
災
に
活
か
さ
れ
る

地
域
資
源
と
し
て
の
宗
教
」
と
題
し
、
基

調
講
演
を
お
こ
な
っ
た
。
稲
場
氏
は
、
災

害
時
に
「
自
助
」「
共
助
」「
公
助
」
と
い

う
支
え
合
い
が
社
会
的
に
要
請
さ
れ
て
い

る
中
、
宗
教
者
・
宗
教
施
設
と
災
害
支
援

と
の
関
わ
り
つ
い
て
、
東
日
本
大
震
災
の

事
例
な
ど
を
紹
介
し
な
が
ら
説
明
し
、
神

社
や
寺
院
な
ど
の
宗
教
施
設
に
災
害
時
の

防
災
拠
点
と
な
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
と

指
摘
。
東
京
都
内
の
宗
教
施
設
を
対
象
と

し
て
実
施
し
た
災
害
時
の
受
入
体
制
に
関

す
る
調
査
結
果
を
紹
介
し
、
防
災
に
関
す

る
行
政
と
の
連
携
協
定
等
を
締
結
し
て
い

る
宗
教
施
設
の
数
は
僅
か
に
留
ま
っ
て
い

る
も
の
の
、
災
害
時
の
協
力
意
向
を
有
す

る
宗
教
施
設
数
は
約
五
割
に
上
る
こ
と
を

示
し
、
調
査
後
に
は
新
た
な
協
定
締
結
も

見
ら
れ
る
こ
と
を
報
告
し
た
。

ま
た
、
宗
教
施
設
や
学
校
、
公
民
館
な

ど
の
指
定
避
難
所
を
地
図
上
に
落
と
し
込

ん
だ
「
未
来
共
生
災
害
救
援
マ
ッ
プ
」

（w
w

w
.respect-relief.net

）
を
運
営
し

て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
、
災
害
支
援
の
一

助
と
す
べ
く
、
災
害
時
に
は
被
災
状
況
な

ど
を
誰
で
も
投
稿
で
き
る
仕
組
み
に
し
た

こ
と
を
説
明
。
宗
教
施
設
に
お
い
て
は
平

常
時
か
ら
地
域
社
会
と
の
連
携
を
築
い
て

お
く
こ
と
が
災
害
時
に
も
効
力
を
持
つ
と

し
、
例
え
ば
平
常
時
に
防
災
活
動
を
実
施

す
る
こ
と
が
高
齢
者
や
子
供
も
含
め
た
人

と
人
と
の
新
た
な
縁
づ
く
り
（
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
＝
社
会
関
係
資
本
）
の

醸
成
に
も
繋
が
っ
て
ゆ
く
と
の
考
え
を
述

べ
た
。

個
別
報
告
と
コ
メ
ン
ト

黒
﨑
氏
は
「
多
様
性
の
あ
る
ま
ち
渋
谷

の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
と
宗
教
文
化
」
と
題
し

て
報
告
。
渋
谷
区
内
の
宗
教
施
設
や
祭

礼
・
行
事
が
、
地
域
の
多
様
な
人
々
の
繋

が
り
の
創
出
と
維
持
に
ど
の
よ
う
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
、
災
害

後
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
（
人
々
の
立
ち
直

り
・
地
域
の
復
興
）
に
お
け
る
宗
教
文
化

の
役
割
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
検
討
し

た
。
宗
教
施
設
に
関
し
て
は
、
耐
震
補
修

な
ど
い
く
つ
か
の
課
題
は
残
る
が
、
渋
谷

駅
周
辺
に
お
い
て
災
害
発
生
時
の
帰
宅
困

難
者
の
受
け
入
れ
施
設
と
し
て
指
定
さ
れ

て
い
る
点
な
ど
を
挙
げ
、
宗
教
施
設
と
行

政
・
住
民
と
の
連
携
の
営
み
が
確
か
に
見

出
せ
る
と
述
べ
た
。
黒
﨑
氏
に
関
連
し

て
、
知
久
氏
・
鈴
木
氏
は
「
町
会
行
事
と

地
域
防
災
～
と
き
わ
松
町
会
の
場
合
～
」

と
題
し
、
と
き
わ
松
町
会
（
渋
谷
東
地
区
）

の
取
組
み
を
報
告
。「
七
夕
パ
レ
ー
ド
」

な
ど
の
町
会
行
事
の
中
で
防
災
訓
練
を
実

施
す
る
こ
と
で
地
域
住
民
の
防
災
へ
の
意

識
啓
蒙
を
図
っ
て
い
る
と
話
し
、
外
国
人

家
庭
の
参
加
な
ど
人
々
の
新
た
な
繋
が
り

も
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。

熊
澤
氏
は
「
渋
谷
区
の
帰
宅
困
難
者
対

策
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
渋
谷
区
で
講
じ

て
い
る
災
害
対
策
に
つ
い
て
帰
宅
困
難
者

対
策
を
中
心
に
報
告
。
東
日
本
大
震
災
を

契
機
に
対
策
の
見
直
し
が
進
ん
で
い
る
こ

と
を
説
明
し
、
発
災
時
に
お
け
る
渋
谷
駅

周
辺
の
混
乱
防
止
や
人
的
被
害
の
抑
制
を

期
し
て
計
画
し
た
安
全
対
策
に
つ
い
て
毎

年
度
更
新
を
加
え
て
い
る
こ
と
や
、
帰
宅

困
難
者
を
想
定
し
た
訓
練
の
実
施
や
案
内

図
の
設
置
に
も
取
り
組
み
な
が
ら
、
災
害

の
発
生
に
備
え
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
。

佐
野
氏
は
「
世
田
谷
区
代
沢
の
文
化
活

動
に
お
け
る
多
宗
教
連
携
と
防
災
と
の
関

わ
り
」
と
題
し
て
報
告
し
、
世
田
谷
区
代

沢
地
区
に
あ
る
宗
教
法
人
等
が
連
携
し
て

開
催
し
て
い
る
代
沢
芸
術
祭
が
、
地
域
住

民
の
交
流
の
場
と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ

と
な
ど
を
紹
介
。
北
澤
八
幡
神
社
社
殿
を

は
じ
め
と
す
る
宗
教
施
設
が
、
地
域
共
同

体
の
連
携
を
強
め
る
地
域
資
源
と
し
て
も

活
用
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
た
。
ま
た
「
代

沢
芸
術
祭
と
地
域
に
根
差
し
た
防
災
活

動
」
と
題
し
た
矢
島
氏
は
、
代
沢
中
町
会

会
長
と
し
て
地
域
住
民
が
交
流
を
深
め
ら

れ
る
よ
う
に
町
会
を
運
営
し
て
い
る
こ
と

を
報
告
。
令
和
二
年
に
北
澤
八
幡
神
社
・

代
沢
中
町
会
・
世
田
谷
区
の
間
で
防
災
に

関
す
る
協
定
を
締
結
し
、
発
災
時
の
施
設

開
放
に
備
え
て
い
る
こ
と
も
紹
介
し
た
。

第
二
部
の
総
合
討
議
で
は
、
報
告
者
が

古
沢
氏
の
コ
メ
ン
ト
に
返
答
し
な
が
ら
議

論
を
深
め
て
ゆ
き
、
参
加
者
も
交
え
て
、

神
社
の
祭
礼
が
地
域
共
同
体
に
お
い
て
果

た
す
役
割
や
、
今
後
の
地
域
に
お
け
る
具

体
的
な
災
害
対
策
な
ど
に
つ
い
て
、
活
発

な
議
論
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

 

（
文
責
・
宮
本
誉
士
、
半
田
竜
介
）

�

研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー

　
渋
谷
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　「
地
域
資
源
を
活
か
し
た
都
市
防
災
へ
―
渋
谷
東
地
区
と
他
地
域
か
ら
考
え
る
―
」
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開
催
趣
旨

古
事
記
の
物
語
に
は
、
様
々
な
器
物

（
モ
ノ
）
が
登
場
す
る
。
古
墳
時
代
が
終

わ
り
、
律
令
国
家
の
整
備
が
進
ん
だ
七
～

八
世
紀
と
い
う
変
革
期
に
編
ま
れ
た
古

事
記
は
、
あ
り
の
ま
ま
の
「
歴
史
」
を
伝

え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
古
事
記
に

語
ら
れ
た
モ
ノ
に
は
、
古
墳
時
代
の
考
古

資
料
と
の
関
わ
り
を
推
測
で
き
る
例
が

確
認
で
き
る
。

本
企
画
展
で
は
、
具
体
的
な
モ
ノ
を
手

が
か
り
に
、
古
事
記
の
物
語
を
読
み
解
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。
な

お
、
本
企
画
展
は
、
古
事
記
学
セ
ン
タ
ー

の
研
究
成
果
公
開
で
あ
り
、
同
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
古
事
記
研
究
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

構
築
と
連
携
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
同

セ
ン
タ
ー
に
て
展
示
の
企
画
・
立
案
を

行
っ
た
。

会　
期

本
企
画
展
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
症
の
流
行
に
よ
り
、
開
催
計
画
・
会

期
を
大
幅
に
変
更
し
て
実
施
さ
れ
た
。
当

初
は
、
令
和
二
年
五
月
十
六
日
か
ら
六
月

二
十
八
日
ま
で
の
開
催
を
予
定
し
て
い

た
。
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
症
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
、
博
物
館

も
四
月
八
日
よ
り
臨
時
休
館
と
な
っ
た

た
め
、
緊
急
事
態
宣
言
解
除
後
に
、
大
学

キ
ャ
ン
パ
ス
の
入
構
制
限
が
緩
和
さ
れ
、

博
物
館
が
再
開
さ
れ
る
ま
で
延
期
と

な
っ
た
。

延
期
と
な
っ
て
い
た
本
企
画
展
は
、
令

和
二
年
七
月
十
六
日
（
木
）
～
九
月

二
十
六
日
（
土
）
を
会
期
と
す
る
こ
と
が

決
定
し
、
開
幕
し
た
。

本
企
画
展
は
、
常
設
展
と
同
様
に
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、

週
三
日
（
木
～
土
）
十
二
時
～

十
六
時
の
短
縮
開
館
で
の
開
催

で
あ
っ
た
。
八
月
末
に
は
、
会

期
を
十
月
三
十
一
日
（
土
）
ま

で
延
長
す
る
こ
と
が
決
定
し
、

計
四
十
二
日
間
の
開
催
と
な
っ

た
。
会
期
中
の
来
館
者
数
は

二
二
八
一
名
（
一
日
平
均

五
四
・
三
一
名
）
で
あ
っ
た
。

展
示
構
成

　

本
企
画
展
は
、
古
事
記
に
登

場
す
る
モ
ノ
と
作
品
と
の
対
比
の
た
め

に
、
次
の
よ
う
な
構
成
の
も
と
展
示
を

行
っ
た
。

第
１
章　

太
安
萬
侶
と
古
事
記
の
編
纂

第
２
章　

国
土
の
誕
生

　
　

１ 

国
生
み

　
　

２ 

黄
泉
国
訪
問

　
　

３ 

み
そ
ぎ

第
３
章　

高
天
原
か
ら
出
雲
へ

　
　

４ 

天
の
石
屋

　
　

５ 

八
俣
の
お
ろ
ち

第
４
章　

大
国
主
神
の
国
譲
り

　
　

６ 

根
の
堅
州
国
訪
問

　
　

７ 

大
国
主
神
の
国
作
り

　
　

８ 

天
若
日
子
の
派
遣

　
　

９ 

国
譲
り

第
５
章　

天
つ
神
御
子
か
ら
天
皇
へ

　
　

10 

海
佐
知
毘
古
と
山
佐
知
毘
古

　
　

11 

神
武
東
征

ま
た
、
展
示
物
は
本
学
所
蔵
品
を
中
心

と
し
つ
つ
、
木
更
津
市
教
育
委
員
会
、
同

市
郷
土
博
物
館
金
の
す
ず
、
北
澤
八
幡
神

社
か
ら
展
示
品
を
借
用
し
た
。
こ
の
ほ

か
、
パ
ネ
ル
の
作
成
に
あ
た
っ
て
も
外
部

機
関
の
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

展
示
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
刊
行

の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
（
全
二
十
一
頁
）
を
御

覧
い
た
だ
き
た
い
。
な
お
、
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
や
パ
ネ
ル
に
つ
い
て
の
英
訳
も
古
事

記
学
セ
ン
タ
ー
に
て
担
当
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
取
り
組
み

本
企
画
展
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
下
で
の
開
催
と
な
る
た

め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
の
同

時
開
催
を
前
提
に
開
幕
さ
れ
た
（
博
物
館

に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に

つ
い
て
は
八
頁
を
参
照
）。

そ
の
た
め
、
本
企
画
展
の
チ
ラ
シ
等
に

も
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
同
時

開
催
に
つ
い
て
案
内
を
掲
載
す
べ
く
準

備
が
進
め
ら
れ
た
。
開
幕
ま
で
に
、
展
示

の
予
告
動
画
を
配
信
し
、
開
幕
日
に
合
わ

せ
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
第
一
章

を
公
開
し
た
。
そ
の
後
は
順
次
、
全
五
章

の
動
画
をY

ouT
ube

に
よ
っ
て
配
信
し

た
。［予

告
編
］
企
画
展
「
モ
ノ
で
読
む
古

事
記
」（
六
月
十
八
日
配
信
）

［
第
一
章
］
太
安
萬
侶
と
古
事
記
の
編

纂
（
七
月
十
六
日
配
信
）

［
第
二
章
］
国
土
の
誕
生
（
七
月
十
六

日
配
信
）

［
第
三
章
］
高
天
原
か
ら
出
雲
へ
（
七

月
二
十
四
日
配
信
）

［
第
四
章
］
大
国
主
神
の
国
譲
り
（
七

月
三
十
一
日
配
信
）

［
第
五
章
］
天
つ
神
御
子
か
ら
天
皇
へ

（
八
月
七
日
配
信
）

加
え
て
博
物
館
で
行
う
予
定
だ
っ
た

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー
ク
も
オ
ン
ラ
イ
ン

に
て
配
信
を
行
っ
た
。

　

 

第
一
回
「
古
事
記
を
読
ん
で
モ
ノ
を
知

る
」
渡
邉
卓
（
八
月
二
十
九
日
配
信
）

　

 

第
二
回
「
こ
の
展
示
で
言
っ
て
お
き
た

い
２
つ
の
コ
ト
」
深
澤
太
郎
（
九
月
五

日
配
信
）

　

 

第
三
回
「
古
事
記
と
鉄
」
笹
生
衛
（
九

月
十
二
日
配
信
）

前
例
に
な
い
状
況
下
で
の
開
催
と
な
っ

た
が
、
こ
れ
ら
の
活
動
が
功
を
奏
し
て

か
、
各
種
機
関
の
取
材
も
あ
り
、
広
く
研

究
成
果
を
公
開
す
る
企
画
展
と
な
っ
た
。

 

（
文
責
・
渡
邉　

卓
）

國
學
院
大
學
博
物
館

　
企
画
展
「
モ
ノ
で
読
む
古
事
記
」



7 No.28（通号）　　　　　　　　　　　　國學院大學研究開発推進機構ニュース 令和3年（2021）2月25日

は
じ
め
に

國
學
院
大
學
博
物
館
で
は
、
神
道
考
古

学
の
祖
で
あ
る
大
場
磐
雄
が
遺
し
た

様
々
な
資
料
を
研
究
対
象
と
し
、
館
蔵
資

料
の
再
評
価
な
ど
に
活
用
し
て
き
た
が
、

こ
れ
に
加
え
て
、
大
場
の
愛
弟
子
で
あ
る

茂
木
雅
博
氏
（
茨
城
大
学
名
誉
教
授
）
よ

り
、『
楽
石
雑
筆
』
と
関
連
す
る
野
帳
な

ど
を
御
寄
贈
頂
い
た
。
こ
の『
楽
石
雑
筆
』

は
、
大
場
が
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
か

ら
書
き
綴
っ
て
い
た
日
記
で
あ
り
、
学
史

的
な
記
録
と
し
て
極
め
て
貴
重
な
も
の
。

本
展
覧
会
は
、
こ
の
機
会
に
「
大
場
学
」

を
回
顧
し
、
資
料
の
保
存
と
、
今
日
的
な

活
用
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
１
章　
大
場
磐
雄
と
楽
石
雑
筆

�

─
書
き
継
が
れ
た
学
史
的
記
録
─

明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
に
東
京

市
麻
布
区
で
生
ま
れ
た
大
場
磐
雄
は
、
神

道
考
古
学
と
い
う
独
自
の
研
究
分
野
を

切
り
拓
い
た
。
こ
の
よ
う
な
大
場
の
学
風

は
、
頻
繁
に
行
わ
れ
た
野
外
調
査
の
経
験

と
、
体
系
的
に
収
集
・
整
理
・
保
管
し
て

き
た
学
術
情
報
に
基
づ
い
て
い
る
。
と
り

わ
け
、
大
場
が
自
ら
『
楽
石
雑
筆
』
と
名

付
け
た
備
忘
録
は
、
い
わ
ば
考
古
日
録
、

研
究
余
話
た
る
も
の
で
あ
り
、
追
っ
て
発

表
さ
れ
た
報
告
・
論
文
等
の
基
盤
と
な
っ

た
デ
ー
タ
が
克
明
に
記
さ
れ
て
い
る
。
そ

こ
に
刻
ま
れ
た
大
場
の
証
言
は
、
彼
の
残

し
た
仕
事
を
今
日
的
な
視
点
か
ら
再
検

証
す
る
上
で
も
極
め
て
貴
重
な
も
の
と

言
え
よ
う
。

第
２
章　
三
人
の
師

�

─
考
古
学
・
民
俗
学
・
神
道
史
学
─

大
場
の
学
問
が
幅
広
い
も
の
と
な
っ

た
の
は
、
学
に
志
し
た
初
期
の
段
階
で
出

会
っ
た
師
ら
に
よ
る
影
響
が
少
な
く
な

い
。
そ
の
師
と
は
、
ア
ジ
ア
を
股
に
か
け

た
考
古
学
者
・
人
類
学
者
の
鳥
居
龍
蔵
、

独
自
の
芸
能
史
研
究
を
拓
い
た
民
俗
学

者
の
折
口
信
夫
、
そ
し
て
実
証
的
な
神
道

史
研
究
で
知
ら
れ
る
歴
史
学
者
の
宮
地

直
一
で
あ
る
。
彼
ら
の
薫
陶
を
受
け
た
大

場
は
、
折
口
に
学
ん
だ
民
俗
学
か
ら
研
究

者
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
踏
み
出
す
と

と
も
に
、
鳥
居
が
創
設
し
た
上
代
文
化
研

究
会
の
中
心
人
物
と
し
て
考
古
学
的
調

査
に
従
事
し
、
宮
地
か
ら
緻
密
な
文
献
資

料
の
取
り
扱
い
を
受
け
継
い
だ
。

第
３
章　
先
史
時
代
か
ら
歴
史
時
代
ま
で

�

─
研
究
の
足
跡
─

大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
に
大
学
を

卒
業
し
た
大
場
は
、
第
二
横
浜
中
学
校
に

て
教
鞭
を
執
る
傍
ら
、
民
俗
学
・
考
古
学

の
研
究
者
と
し
て
歩
み
始
め
た
。
い
わ
ば

「
大
場
学
」
と
で
も
称
す
べ
き
幅
広
い
業

績
は
、
そ
の
基
礎
と
な
っ
た
先
史
考
古
学

研
究
や
、
静
岡
県
洗
田
遺
跡
の
調
査
を
切

掛
け
と
す
る
神
道
考
古
学
研
究
、
多
量
の

木
製
品
が
出
土
し
た
千
葉
県
菅
生
遺
跡

の
発
掘
に
は
じ
ま
る
古
代
集
落
研
究
、
そ

し
て
茨
城
県
鏡
塚
古
墳
な
ど
の
古
墳
研

究
を
中
核
と
す
る
。
ま
た
、
古
典
や
史
料

に
関
す
る
該
博
な
知
識
に
基
づ
い
た
歴

史
考
古
学
研
究
や
、
考
古
学
的
な
痕
跡
と

古
氏
族
と
の
関
係
に
つ
い
て
取
り
組
ん

だ
ほ
か
、
復
元
建
物
を
伴
う
史
跡
整
備
に

も
先
鞭
を
つ
け
た
。

第
４
章　
趣
味
の
人
と
し
て

�

─
古
美
術
教
室
と
小
唄
の
師
匠
─

研
究
の
対
象
が
広
範
に
亘
っ
た
大
場

は
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
幅
が
広
い
人
物

で
あ
っ
た
。
折
口
信
夫
の
高
弟
ら
し
く
和

歌
を
嗜
み
、
書
画
に
長
け
、
カ
ッ
ポ
レ
や

小
唄
・
長
唄
ま
で
趣
味
の
範
囲
と
し
、
東

横
劇
場
な
ど
で
玄
人
は
だ
し
の
芸
を
披

露
し
て
い
た
と
い
う
。
國
學
院
大
學
の
課

外
活
動
に
お
い
て
は
、
落
語
研
究
会
の
指

導
に
当
た
り
、
各
地
の
文
化
財
に
つ
い
て

見
聞
す
る
古
美
術
教
室
も
主
催
。
公
私
に

亘
っ
て
、
そ
の
人
生
を
謳
歌
し
た
様
子
が

伝
え
ら
れ
て
い
る
。

お
わ
り
に

民
俗
学
に
傾
倒
し
、
先
史
考
古
学
研
究

か
ら
は
じ
ま
っ
た
大
場
の
歩
み
は
、
神
道

考
古
学
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
分
野
の
創

出
に
至
り
、
國
學
院
大
學
の
代
表
的
な
学

統
を
形
成
し
た
。
自
然
宗
教
で
あ
る
神
道

を
考
古
学
的
に
取
り
扱
う
に
は
、
乗
り
越

え
ね
ば
な
ら
ぬ
課
題
が
少
な
く
な
い
が
、

比
較
宗
教
考
古
学
と
し
て
の
祭
祀
考
古

学
が
唱
え
ら
れ
、
古
代
神
祇
祭
祀
の
枠
組

み
を
ベ
ー
ス
に
し
て
神
道
の
は
じ
ま
り

を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
方
法
論
も

採
用
さ
れ
る
な
ど
、
大
場
没
後
も
斯
学
の

発
達
は
止
ま
る
と
こ
ろ
が
な
い
。　

 

（
文
責
・
内
川
隆
志
、
深
澤
太
郎
）

國
學
院
大
學
博
物
館

　
企
画
展
「
楽
石
雑
筆
─
神
道
考
古
学
の
祖
　
大
場
磐
雄
の
記
憶
と
記
録
─
」

寄贈された『楽石雑筆』
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國
學
院
大
學
博
物
館
は
、
本
年
度
新
た

な
取
り
組
み
と
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
開
設
し
た
。
本
取
り
組

み
は
、
当
館
の
展
示
や
研
究
成
果
を
動
画

ア
ー
カ
イ
ブ
と
し
て
、
保
存
・
活
用
し
、

国
内
外
を
問
わ
ず
広
く
公
開
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。
ま
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
外
出
が
制

限
さ
れ
る
な
か
、
自
宅
に
居
な
が
ら
、
博

物
館
の
展
示
や
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
ツ
ー
ル
と
し
て
の
役
割
も
果
た

す
。

１
、
概
要

國
學
院
大
學
博
物
館
の
オ
ン
ラ
イ
ン

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
大
き
く
分
け
て
、
常
設

展
と
企
画
展
の
２
つ
の
種
類
に
分
か
れ

る
。
常
設
展
の
動
画
は
、
教
員
が
展
示
室

を
実
際
に
解
説
し
て
い
く
形
を
と
り
、
企

画
展
の
動
画
は
資
料
を
中
心
に
ナ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
展
開
し
、
歴
史
番
組
風
に
進
ん

で
い
く
も
の
と
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ

の
企
画
展
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー
ク
も

動
画
と
し
て
配
信
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

博
物
館
に
実
際
に
足
を
運
べ
な
い
方
に

も
、
展
示
内
容
、
資
料
、
解
説
を
遠
隔
で

提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
動

画
配
信
は
、
全
て
國
學
院
大
學
博
物
館

Y
ouT

ube

チ
ャ
ン
ネ
ル
を
利
用
し
た
。

２
、
常
設
展
動
画

　

常
設
展
は
、
考
古
・
神
道
・
校
史
の
３

つ
の
エ
リ
ア
を
そ
れ
ぞ
れ
担
当
教
員
が

展
示
室
で
解
説
し
て
い
る
様
子
を
撮
影
。

動
画
は
、
視
聴
の
ハ
ー
ド
ル
が
下
が
る
よ

う
、
全
て
５
～
６
分
程
度
で
構
成
し
た
。

解
説
に
補
足
す
る
説
明
や
理
解
を
助
け

る
キ
ー
ワ
ー
ド
を
効
果
的
に
展
開
し
、

「
分
か
り
や
す
い
」「
飽
き
な
い
」
動
画
を

目
指
し
た
。
い
ず
れ
の
エ
リ
ア
も
パ
ー
ト

１
か
ら
パ
ー
ト
３
の
各
３
回
の
構
成
と

し
、
２
０
２
０
年
６
月
の
考
古
パ
ー
ト
１

か
ら
12
月
の
校
史
パ
ー
ト
３
の
公
開
ま

で
、
半
年
で
全
９
本
を
公
開
し
た
。
左
記

に
、
そ
の
内
容
と
公
開
日
、
担
当
教
員
を

示
す
。

▼
考
古

Part.1

「
先
史
時
代
の
造
形
―
縄
文
・
弥

生
―
」［2020/6/15
］ 
深
澤
太
郎
准
教
授

Part.2

「
国
家
形
成
と
神
道
―
古
墳
・
古

代
―
」［2020/6/15

］ 

深
澤
太
郎
准
教
授

Part.3

「
日
本
宗
教
の
原
型
―
古
代
・
中

世
―
」［2020/6/15

］ 

深
澤
太
郎
准
教
授

▼
神
道

Part.1

「
神
祭
り
の
原
像
」［2020/7/3
］

笹
生
衛
館
長
・
教
授

Part.2

「
神
々
の
姿
」［2020/8/3

］ 

大
東

敬
明
准
教
授

Part.3

「
神
々
へ
の
捧
げ
物
」［2020/9 

/1

］ 

吉
永
博
彰
助
教

▼
校
史

Part.1

「
国
学
と
は
な
に
か
」

［2020/10/3

］ 

渡
邉
卓
准
教
授

Part.2

「
國
學
院
大
學
の
建
学
の
精
神
」

［2020/11/4

］ 

髙
野
裕
基
助
教

Part.3

「
有
栖
川
宮
家
・
高
松
宮
家
ゆ
か
り

の
品
々
」［2020/12/23

］ 

渡
邉
卓
准
教
授

２
、
企
画
展
動
画

企
画
展
の
動
画
制
作
は
、
常
設
展
の
動

画
制
作
と
並
行
し
て
始
動
し
た
。
５
月
の

開
催
予
定
で
７
月
に
開
幕
が
延
期
と
な
っ

た
企
画
展
「
モ
ノ
で
読
む
古
事
記
」
が
最

初
の
動
画
制
作
と
な
っ
た
。
実
際
の
章
展

開
に
合
わ
せ
て
、
５
本
立
て
と
し
、
各
８

～
９
分
の
も
の
と
し
た
。
古
事
記
の
読
み

上
げ
や
、『
古
事
記
絵
伝
』（
古
事
記
学
セ

ン
タ
ー
蔵
）
を
効
果
的
に
使
用
し
、
考
古

学
資
料
と
の
組
み
合
わ
せ
で
図
録
の
内

容
が
動
画
で
楽
し
め
る
構
成
と
し
た
。
開

幕
後
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー
ク
３
回
分

を
収
録
配
信
。
そ
の
後
に
続
く
、
企
画
展

「
楽
石
雑
筆
」、
企
画
展
「
江
戸
の
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
唐
詩
選
」
も
同
じ
く
動
画
を
制

作
、
公
開
し
た
。
左
記
に
そ
の
内
容
と
公

開
日
を
示
す
。

▼
企
画
展
「
モ
ノ
で
読
む
古
事
記
」

［
予
告
編
］
企
画
展
「
モ
ノ
で
読
む
古
事

記
」 ［2020/6/18

］

［
第
１
章
］
太
安
萬
侶
と
古
事
記
の
編
纂

［2020/7/16

］

［
第
２
章
］
国
土
の
誕
生　
［2020/7/16

］

［
第
３
章
］
高
天
原
か
ら
出
雲
へ

［2020/7/24

］

［
第
４
章
］
大
国
主
神
の
国
譲
り

［2020/7/31

］

［
第
５
章
］
天
つ
神
御
子
か
ら
天
皇
へ

［2020/8/7
］

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー
ク

第
１
回 

「
古
事
記
を
読
ん
で
モ
ノ
を
知

る
」
渡
邉
卓
准
教
授 ［2020/8/29

］

第
２
回 

「
こ
の
展
示
で
言
っ
て
お
き
た
い 

２
つ
の
コ
ト
」
深
澤
太
郎
准
教
授

［2020/9/5

］

第
３
回
「
古
事
記
と
鉄
」
笹
生
衛
館
長
・

教
授
［2020/9/12

］

▼
企
画
展
「
楽
石
雑
筆
」

［
本
編
］
企
画
展
「
楽
石
雑
筆
」

［2020/12/1

］

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー
ク

第
１
回 

「
愛
弟
子
が
語
る
大
場
磐
雄ver.1

」

椙
山
林
繼
本
学
名
誉
教
授 ［2020/11/28

］

第
２
回 

「
愛
弟
子
が
語
る
大
場
磐
雄

ver.2

」
茂
木
雅
博 

茨
城
大
学
名
誉
教
授 

［2020/12/5

］

▼
企
画
展
「
江
戸
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
唐
詩
選
」

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー
ク

第
１
回 

「
江
戸
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
唐
詩

選
」
赤
井
益
久
教
授 ［2021/1/30

］

第
２
回 

「
唐
詩
選
Ｑ
＆
Ａ
」
赤
井
益
久
教

授
［2021/2/13

］

６
月
に
開
設
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
は
、Y

ouT
ube

の
チ
ャ
ン
ネ
ル

登
録
者
数
が
26
人
か
ら
１
０
０
０
人
（
令

和
３
年
１
月
末
現
在
）
と
な
り
、
再
生
回

数
は
最
も
多
い
も
の
で
、
４
０
０
０
回
を

超
え
て
い
る
。

本
取
り
組
み
は
、
現
在
英
語
化
が
進
め

ら
れ
て
お
り
、
今
後
の
企
画
展
も
引
き
続

き
、
動
画
公
開
を
進
め
て
い
き
た
い
。

 

（
文
責
・
國
學
院
大
學
博
物
館
）

國
學
院
大
學
博
物
館

　
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
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一
、
活
動
報
告

　

令
和
二
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
（CO

V
ID

-19
）
の
感
染
拡
大
に
伴
う

緊
急
事
態
宣
言
対
応
に
よ
り
長
期
間
の

臨
時
休
館
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
宣
言
解

除
後
は
、
公
益
財
団
法
人
日
本
博
物
館
協

会
を
は
じ
め
と
す
る
関
連
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
踏
ま
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
必
要
な
対

策
を
講
じ
、
七
月
二
日
よ
り
短
縮
開
館
の

形
で
再
開
し
た
。

完
全
に
終
息
し
正
常
化
す
る
ま
で
に

長
期
的
な
対
策
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
当
館
の
事
業
に
お
い
て
も
本

年
度
の
計
画
を
一
部
変
更
し
て
実
施
し

た
。
博
物
館
の
展
示
公
開
と
し
て
、
企
画

展
四
回
、
特
集
展
示
を
一
回
開
催
し
、
当

初
計
画
し
て
い
た
企
画
展
「W

hat 
SH

IN
T

O
 is

… 

―
日
本
の
神
と
祭
り

―
」、
特
別
展
「『
日
本
書
紀
』
撰
録1300

年
―
神
と
人
と
を
む
す
ぶ
書
物
―
」
は
、

令
和
三
年
度
以
降
に
延
期
と
な
っ
た
。
ま

た
休
館
中
の
展
示
観
覧
に
代
わ
る
取
り

組
み
と
し
て
、「
お
う
ち
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

に
参
加
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
楽
し
め
る
内
容

を
発
信
。
さ
ら
に
、
当
館
の
常
設
展
及
び

企
画
展
を
ネ
ッ
ト
上
で
観
覧
で
き
る
「
オ

ン
ラ
イ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
を
開
設
。
実

際
の
展
示
と
連
動
し
た
展
示
解
説
や

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー
ク
の
動
画
を
制
作
・

配
信
し
、
展
示
公
開
と
教
育
普
及
を
合
わ

せ
て
行
っ
た
。

な
お
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は

ア
ー
カ
イ
ブ
と
し
て
の
役
割
も
あ
り
、
コ

ロ
ナ
終
息
後
に
お
い
て
も
継
続
的
に
取

り
組
む
事
業
に
発
展
さ
せ
て
い
く
（
詳
細

は
８
ペ
ー
ジ
を
参
照
）。
そ
の
他
、
昨
年

度
ま
で
に
実
施
し
て
き
た
博
物
館
の
基

盤
強
化
の
た
め
の
施
策
（
展
示
の
再
構

成
、
多
言
語
化
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ

プ
の
運
営
、
環
境
整
備
）
を
継
続
・
推
進

し
た
。

二
、
展
示
公
開
（
表
１
）

【
企
画
展
・
特
集
展
示
】

・
企
画
展
「
モ
ノ
で
読
む
古
事
記
」（
展

示
図
録
刊
行
）、
会
期
：
令
和
二
年
七
月

十
六
日
～
十
月
三
十
一
日
。
主
催
：
当
館
。

・
企
画
展
「
楽
石
雑
筆
―
神
道
考
古
学
の

祖 
大
場
磐
雄
の
記
憶
と
記
録
―
」（
展
示

図
録
刊
行
）、
会
期
：
令
和
二
年
十
一
月

五
日
～
十
二
月
二
十
六
日
。
主
催
：
当
館
。

・
企
画
展
「
江
戸
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー 

唐

詩
選
」（
展
示
図
録
刊
行
）、
会
期
：
令
和

三
年
一
月
十
三
日
～
二
月
二
十
七
日
。
主

催
：
当
館
。

・
企
画
展
「
縄
文
早
期
の
居
家
以
人
骨
と

岩
陰
遺
跡
―
居
家
以
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

研
究
成
果
―
」（
展
示
図
録
刊
行
）、
会

期
：
令
和
三
年
三
月
四
日
～
五
月
八
日
。

主
催
：
國
學
院
大
學
考
古
学
研
究
室
、
当
館
。

（
特
集
展
示
、
オ
ン
ラ
イ
ン
展
示
に
つ
い

て
は
表
１
を
参
照
）

三
、
教
育
普
及

　

教
育
普
及
事
業
で
は
、
展
示
公
開
に
関

連
す
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー
ク
を
オ
ン

ラ
イ
ン
配
信
の
形
式
で
実
施
し
た
（
詳
細

は
表
１
を
参
照
）。

四
、
環
境
整
備
・
営
繕

　

関
連
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
踏
ま
え
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

各
種
対
策
を
行
い
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

も
博
物
館
機
能
を
継
続
的
に
運
営
で
き

る
よ
う
館
内
環
境
を
整
備
し
た
。
ま
た
、

指
定
文
化
財
の
展
示
対
応
の
た
め
の
施

策
と
し
て
、
展
示
ケ
ー
ス
及
び
照
明
器
具

を
購
入
し
、
展
示
環
境
の
充
実
化
を
図
っ

た
。
さ
ら
に
、
展
示
空
間
の
空
気
質
・
温

湿
度
を
良
好
な
レ
ベ
ル
に
維
持
さ
せ
る

た
め
の
施
策
や
Ｉ
Ｐ
Ｍ
（
総
合
的
有
害
生

物
管
理
）
を
実
施
し
、
資
料
保
護
・
管
理

運
営
の
質
的
向
上
に
取
り
組
ん
だ
。

五
、
運
営
支
援

　

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
の
郵
送
販
売

は
、
こ
れ
ま
で
図
録
・
書
籍
の
み
の
販
売

で
あ
っ
た
が
、
新
た
に
グ
ッ
ズ
の
郵
送
販

売
も
開
始
し
た
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
従
来
の
よ
う
な
博
物
館
へ
の
集
客
が

見
込
め
な
い
こ
と
か
ら
、
博
物
館
の
活
動

の
場
を
オ
ン
ラ
イ
ン
に
広
げ
、
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
外
部
サ
イ
ト
で
の
情
報

発
信
、
動
画
配
信
を
積
極
的
に
行
っ
た
。

本
年
度
の
入
館
者
数
は
、
令
和
三
年
一

月
末
日
現
在
、
四
千
九
十
四
人
と
な
っ
て

い
る
。
未
だ
終
息
が
見
え
な
い
コ
ロ
ナ
禍

で
は
あ
る
が
、
実
際
の
展
示
と
オ
ン
ラ
イ

ン
の
双
方
で
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
、
本

学
の
研
究
お
よ
び
学
術
資
料
の
公
開
・
活

用
を
推
進
す
る
博
物
館
運
営
を
目
指
し

て
い
く
。

 

（
文
責
・
國
學
院
大
學
博
物
館
）

令
和
二
年
度

　
國
學
院
大
學
博
物
館
活
動
報
告

表１　令和２年度　展示内容と関連事業
展示（会期） 関連事業

企
画
展

モノで読む古事記
（R2.7/16～10/31）

ミュージア
ムトーク

（オンライ
ン）

8/29 渡邉卓（本学准教授）
「古事記を読んでモノを知
る」、9/5 深澤太郎（本学准
教授）「この展示で言ってお
きたい ２つのコト」❶ いく
つもの「神代」❷ 古墳時代
の葬送と神話、9/12 笹生衛

（当館館長・本学教授）「古
事記と鉄」

楽石雑筆―神道考
古学の祖 大場磐雄
の記憶と記録―

（R2.11/5～12/26）

ミュージア
ムトーク

（オンライ
ン）

11/28 椙山林繼（本学名誉教
授）「愛弟子が語る大場磐
雄」、12/5 茂木雅博（茨城大
学名誉教授・当館客員教授）

「愛弟子が語る大場磐雄」

江 戸 の ベ ス ト セ
ラー 唐詩選

（R3.1/13～2/27）

ミュージア
ムトーク

（オンライ
ン）

1/30 赤井益久（本学教授）
「江戸のベストセラー唐詩
選」、2/13 赤井益久「唐詩選
Ｑ＆Ａ」

縄文早期の居家以
人骨と岩陰遺跡―
居家以プロジェク
トの研究成果―

（R3.3/4～5/8）

ミュージア
ムトーク

（オンライ
ン）

3/20 谷口康浩（本学教授）
「居家以人骨と岩陰遺跡」（予
定）

特
集
展
示

古事記アートコンテスト 受賞作展 (R3.2/24～4/24)

オ
ン
ラ
イ
ン
展
示

オンラインミュージアム〔YouTube〕(R2.5/22～)

おうちミュージアム〔SNS〕 (R2.4/16～)

表２　令和２年度入館者数
月 （名）

４月 102
５月 ０
６月 ０
７月 401
８月 341
９月 661
10月 967
11月 683
12月 642
１月 297
合計 4,094 

令和３年１月末日現在
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彙
　
報

会　
議

○
全
体

・ 

令
和
二
年
度
第
一
回
運
営
委
員
会
、
令

和
二
年
六
月
十
一
日
（
木
）、
オ
ン
ラ

イ
ン
会
議

・ 

令
和
二
年
度
臨
時
運
営
委
員
会
、
令
和

二
年
九
月
二
十
四
日
（
木
）、
オ
ン
ラ

イ
ン
会
議

・ 

令
和
二
年
度
第
二
回
運
営
委
員
会
、
令

和
二
年
九
月
二
十
四
日
（
木
）、
オ
ン

ラ
イ
ン
会
議

・ 

令
和
二
年
度
第
三
回
運
営
委
員
会
、
令

和
二
年
十
月
八
日
（
木
）、
オ
ン
ラ
イ

ン
会
議

・ 

令
和
二
年
度
第
四
回
運
営
委
員
会
、
令

和
二
年
十
一
月
十
二
日
（
木
）
若
木
タ

ワ
ー
地
下
一
階
会
議
室
〇
二

・ 

令
和
二
年
度
第
五
回
運
営
委
員
会
、
令

和
三
年
一
月
十
四
日
（
木
）、
オ
ン
ラ

イ
ン
会
議

・ 

令
和
二
年
度
第
一
回
企
画
委
員
会
、
令

和
二
年
五
月
十
三
日
（
水
）、
メ
ー
ル

審
議

・ 

令
和
二
年
度
第
二
回
企
画
委
員
会
、
令

和
二
年
七
月
八
日
（
水
）、
メ
ー
ル
審

議
・ 

令
和
二
年
度
第
三
回
企
画
委
員
会
、
令

和
二
年
九
月
十
六
日
（
水
）、
若
木
タ

ワ
ー
地
下
一
階
会
議
室
〇
二

・ 

令
和
二
年
度
第
四
回
企
画
委
員
会
、
令

和
二
年
十
一
月
十
一
日
（
水
）、
メ
ー

ル
審
議

・ 

令
和
二
年
度
第
五
回
企
画
委
員
会
、
令

和
三
年
一
月
十
三
日
（
水
）、
メ
ー
ル

審
議

・ 

令
和
二
年
度
第
一
回
人
事
委
員
会
、
令

和
二
年
六
月
十
日
（
水
）、
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟

五
階
会
議
室
〇
六

・ 

令
和
二
年
度
第
二
回
人
事
委
員
会
、
令

和
二
年
九
月
十
六
日
（
水
）、
若
木
タ

ワ
ー
地
下
一
階
会
議
室
〇
二

・ 

令
和
二
年
度
第
三
回
人
事
委
員
会
、
令

和
二
年
十
月
三
日
（
土
）、
持
ち
回
り

稟
議

・ 

令
和
二
年
度
第
四
回
人
事
委
員
会
、
令

和
二
年
十
一
月
十
一
日
（
水
）、
Ａ
Ｍ

Ｃ
棟
五
階
会
議
室
〇
六

・ 
令
和
二
年
度
第
五
回
人
事
委
員
会
、
令

和
三
年
一
月
十
三
日
（
水
）、
オ
ン
ラ

イ
ン
会
議

・ 

令
和
二
年
度
第
一
回
教
員
等
資
格
審
査

委
員
会
、
令
和
二
年
六
月
十
日
（
水
）、

Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
五
階
会
議
室
〇
六

・ 

令
和
二
年
度
第
二
回
教
員
等
資
格
審
査

委
員
会
、
令
和
二
年
十
一
月
十
一
日

（
水
）、
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
五
階
会
議
室
〇
六

○
日
本
文
化
研
究
所

・ 

令
和
二
年
度
第
一
回
所
員
会
議
、
令
和

二
年
七
月
十
五
日
（
水
）、
オ
ン
ラ
イ

ン
会
議

・ 

令
和
二
年
度
第
二
回
所
員
会
議
、
令
和

二
年
九
月
一
日
（
火
）、
オ
ン
ラ
イ
ン
会

議
・ 

令
和
二
年
度
第
三
回
所
員
会
議
、
令
和

二
年
十
月
二
十
八
日
（
水
）、
オ
ン
ラ

イ
ン
会
議

・ 

令
和
二
年
度
第
四
回
所
員
会
議
、
令
和

二
年
十
二
月
二
十
三
日
（
水
）、
メ
ー

ル
審
議

○
学
術
資
料
セ
ン
タ
ー

・ 

令
和
二
年
度
第
一
回
学
術
資
料
セ
ン

タ
ー
会
議
、
令
和
二
年
九
月
四
日

（
金
）、
メ
ー
ル
審
議

・ 

令
和
二
年
度
第
二
回
学
術
資
料
セ
ン

タ
ー
会
議
、
令
和
二
年
十
二
月
十
六
日

（
水
）、
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
五
階
会
議
室
〇
六

○
校
史
・
学
術
資
産
研
究
セ
ン
タ
ー

・ 

令
和
二
年
度
第
一
回
校
史
・
学
術
資
産

研
究
セ
ン
タ
ー
会
議
、
令
和
二
年
九
月

四
日
（
金
）、
メ
ー
ル
審
議

・ 

令
和
二
年
度
第
二
回
校
史
・
学
術
資
産

研
究
セ
ン
タ
ー
会
議
、
令
和
二
年
十
二

月
十
五
日
（
火
）、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

○
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー

・ 

令
和
二
年
度
第
一
回
研
究
開
発
推
進
セ

ン
タ
ー
会
議
、
令
和
二
年
九
月
十
日

（
木
）、
メ
ー
ル
審
議

・ 

令
和
二
年
度
第
二
回
研
究
開
発
推
進
セ

ン
タ
ー
会
議
、
令
和
二
年
十
二
月

二
十
三
日
（
水
）、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

○
國
學
院
大
學
博
物
館

・ 

令
和
二
年
度
第
二
回
國
學
院
大
學
博
物

館
会
議
、
令
和
二
年
九
月
四
日
（
金
）、

持
ち
回
り
稟
議

・ 
令
和
二
年
度
第
三
回
國
學
院
大
學
博
物

館
会
議
、
令
和
二
年
十
二
月
十
六
日

（
水
）、
Ａ
Ｍ
Ｃ
棟
五
階
会
議
室
〇
六

○
古
事
記
学
セ
ン
タ
ー

・ 

令
和
二
年
度
第
一
回
古
事
記
学
研
究
実

施
委
員
会
、
令
和
二
年
六
月
三
日

（
水
）、
メ
ー
ル
審
議

・ 

令
和
二
年
度
第
二
回
古
事
記
学
研
究
実

施
委
員
会
、
令
和
二
年
九
月
二
十
五
日

（
金
）、
メ
ー
ル
審
議

公
開
講
座
・
講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・

関
連
学
会

○
全
体

・ 

令
和
二
年
度
公
開
学
術
講
演
会
「
参
勤

交
代
行
列
の
構
造
」、
令
和
三
年
二
月

一
日
（
月
）、
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
、
講

師
＝
根
岸
茂
夫
（
本
学
教
授
）

○
日
本
文
化
研
究
所

・ 

宗
教
文
化
オ
ン
ラ
イ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ム
ス
リ
ム
の
暮

ら
し
」
第
一
回
＝
令
和
二
年
七
月
二
日

（
木
）
二
十
時
～
二
十
一
時
三
十
分
、

第
二
回
＝
令
和
二
年
七
月
九
日
（
木
）

二
十
時
～
二
十
一
時
三
十
分
、
講
師
＝

株
式
会
社
Ｔ
Ｎ
Ｃ
、
木
村
敏
明
（
東
北

大
学
教
授
）、
司
会
＝
平
藤
喜
久
子
（
本

学
教
授
）

・ 

オ
ン
ラ
イ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
タ
イ

の
暮
ら
し
と
宗
教
文
化
」
第
一
回
＝
令

和
二
年
十
一
月
三
十
日
（
月
）
十
九
時

～
二
十
一
時
、
第
二
回
＝
十
二
月
一
日

（
火
）
十
九
時
～
二
十
一
時
、
講
師
＝

櫻
井
義
秀
（
北
海
道
大
学
教
授
）、
株

式
会
社
Ｔ
Ｎ
Ｃ
、
司
会
＝
平
藤
喜
久
子

（
本
学
教
授
）

・ 

国
際
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
関
連
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
１
「
見
え
ざ
る
も
の
を
エ

ガ
ク
」
令
和
二
年
十
二
月
十
日
（
木
）

十
九
時
三
十
分
～
～
二
十
一
時
三
十

分
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
、
報
告
者
＝
遠
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藤
美
織
（
江
戸
東
京
博
物
館
）、
渡
邉

晃
（
太
田
記
念
美
術
館
）

・ 
国
際
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
関
連
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
２
「
見
え
ざ
る
も
の
を
カ
タ

ル
」
令
和
二
年
十
二
月
十
六
日
（
水
）、

十
九
時
三
十
分
～
～
二
十
一
時
三
十

分
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
、
報
告
者
＝
廣

田
龍
平
（
東
洋
大
学
）、
ド
リ
ュ
ー
・

リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

大
学
サ
ン
タ
ク
ル
ズ
校
、
國
學
院
大
學

国
際
招
聘
研
究
員
）

・ 

国
際
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
見
え
ざ
る
も

の
た
ち
と
日
本
人T

he Japanese 
and the Realm

 of the U
nseen

」

令
和
二
年
十
二
月
十
九
日
（
土
）
十
四

時
～
十
七
時
三
十
分
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開

催
、
講
師
＝
小
泉
凡
（
小
泉
八
雲
記
念

館
館
長
、
島
根
県
立
大
学
短
期
大
学
部

名
誉
教
授
）、
斎
藤
英
喜
（
佛
教
大
学

教
授
）、
ア
ン
ド
レ
ア
・
カ
ス
テ
ィ

リ
ョ
ー
ニ
（
名
古
屋
市
立
大
学
講
師
）、

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
＝
飯
倉
義
之
（
本
学

准
教
授
）、
藤
澤
茜
（
神
奈
川
大
学
准

教
授
）、
司
会
＝
平
藤
喜
久
子
（
本
学

教
授
）

○
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー

・ 

令
和
二
年
度
オ
ン
ラ
イ
ン
渋
谷
学
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
「
地
域
資
源
を
活
か
し
た
都

市
防
災
へ
～
渋
谷
東
地
区
と
他
地
域
か

ら
考
え
る
～
」、
第
一
部
＝
令
和
二
年

十
一
月
十
六
日
（
月
）
～
十
一
月

二
十
八
日
（
土
）、
録
画
配
信
、
第
二

部
＝
令
和
二
年
十
一
月
二
十
八
日

（
土
）
十
四
時
～
十
五
時
三
十
分
、
ラ

イ
ブ
配
信
、
講
師
＝
稲
場
圭
信
（
大
阪

大
学
大
学
院
教
授
）、
報
告
者
＝
黒
﨑

浩
行
（
本
学
教
授
）、
知
久
雅
一
・
鈴

木
清
志
（
と
き
わ
松
町
会
）、
熊
澤
雄

一
郎
（
渋
谷
区
危
機
管
理
対
策
部
帰
宅

困
難
者
対
策
担
当
課
長
）、
佐
野
和
子

（「
震
災
時
に
お
け
る
地
域
社
会
の
役

割
を
考
え
る
会
」
事
務
局
）、
矢
島
嗣

久
（
北
澤
八
幡
神
社
宮
司
）、
コ
メ
ン

ト
＝
古
沢
広
祐
（
本
学
客
員
教
授
）

・ 

令
和
二
年
度
共
存
学
公
開
研
究
会
「
東

日
本
大
震
災
被
災
地
の
復
興
活
動
10
年

を
振
り
返
る
～
震
災
復
興
と
伝
統
文

化
、
福
島
10
年
の
総
括
と
今
後
～
」、

令
和
三
年
二
月
六
日
（
土
）
十
四
時
～

十
七
時
四
十
五
分
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開

催
、
報
告
者
＝
平
本
謙
一
郎
（（
公
財
）

福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト
構

想
推
進
機
構
企
画
事
業
部
事
業
課
東
日

本
大
震
災
・
原
子
力
災
害
伝
承
館
ア
テ

ン
ダ
ン
ト
）、
懸
田
弘
訓
（
元
民
俗
芸

能
学
会
福
島
調
査
団
団
長
）、
上
西
律

子
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
民
俗
芸
能
を
継
承
す
る
ふ

く
し
ま
の
会
会
員
）、
山
名
隆
弘
（
福

島
県
い
わ
き
市
・
大
國
魂
神
社
宮
司
）、

コ
メ
ン
ト
＝
茂
木
栄
（
本
学
教
授
）、

黒
﨑
浩
行
（
本
学
教
授
）、
司
会
・
進

行
＝
古
沢
広
祐
（
本
学
客
員
教
授
）

出　
張

○
学
術
資
料
セ
ン
タ
ー

・ 

内
川
隆
志
・
深
澤
太
郎
・
吉
永
博
彰
、

「
三
宅
島
に
お
け
る
信
仰
史
の
考
古
・

民
俗
学
的
調
査
」
の
た
め
、
令
和
二
年

八
月
二
十
一
日
（
金
）
～
八
月
二
十
四

日
（
月
）、
東
京
都
三
宅
村

・ 

内
川
隆
志
、「
館
蔵
国
分
寺
瓦
等
の
関

連
資
料
等
の
所
在
調
査
」
の
た
め
、
令

和
二
年
十
月
三
十
日
（
金
）
～
十
月

三
十
一
日
（
土
）、
新
潟
県
佐
渡
市

○
古
事
記
学
セ
ン
タ
ー

・ 

渡
邉
卓
、「
近
世
国
学
に
お
け
る
上
代

散
文
（『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』「
風

土
記
」）
研
究
の
調
査
」
の
た
め
、
令

和
二
年
十
一
月
二
十
三
日
（
月
）
～

十
一
月
二
十
四
日
（
火
）、
京
都
府
京

都
市

・ 

渡
邉
卓
、「
近
世
国
学
に
お
け
る
上
代

散
文
（『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』「
風

土
記
」）
研
究
の
調
査
（
継
続
）」
の

た
め
、
令
和
二
年
十
二
月
十
三
日
（
日
）

～
十
二
月
十
四
日
（
月
）、
京
都
府
京

都
市

刊
行
物

○
全
体

・ 

研
究
開
発
推
進
機
構『
機
構
ニ
ュ
ー
ス
』

通
号
二
十
七
（
令
和
二
年
六
月
二
十
五

日
発
行
）
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茨
城
県
大
洗
町
鏡
塚
（
日
下
ヶ
塚
）
古

墳
は
、
鹿
島
灘
を
望
む
大
洗
台
地
に
営
ま

れ
た
古
墳
時
代
前
期
後
半
の
前
方
後
円
墳

で
あ
る
。
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）

に
、
國
學
院
大
學
の
大
場
磐
雄
を
団
長
と

す
る
鏡
塚
古
墳
調
査
団
が
発
掘
し
た
後
円

部
頂
の
粘
土
槨
か
ら
は
、
鉄
製
模
造
品
、

竪
櫛
、
直
刀
、
石
製
模
造
品
、
鏡
、
そ
し

て
被
葬
者
の
装
身
具
な
ど
が
出
土
し
た
。

平
成
二
十
二
・
二
十
四
年
（
二
〇
一
〇
・

二
〇
一
二
）
の
大
洗
町
教
育
委
員
会
に
よ

る
調
査
で
は
、
全
長
が
約
一
〇
三
・
五
ｍ

と
判
明
し
、
方
形
の
透
孔
を
も
つ
円
筒
埴

輪
や
、
長
胴
壺
形
埴
輪
が
伴
う
事
実
も
明

ら
か
と
な
っ
た
。

　

大
場
ら
に
よ
る
調
査
成
果
は
、
昭
和

三
十
一
年
（
一
九
五
六
）
に
『
常
陸
鏡
塚
』

と
し
て
刊
行
さ
れ
た
が
、
そ
の
再
検
証
を

可
能
に
す
る
情
報
源
と
し
て
、
調
査
時
の

原
図
・
写
真
・
野
帳
や
、『
楽
石
雑
筆
』
の

記
述
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
大
場
が

遺
し
た
膨
大
な
ア
ー
カ
イ
ブ
「
大
場
磐
雄
」

資
料
の
一
部
で
あ
り
、
國
學
院
大
學
博
物

館
に
お
い
て
再
整
理
と
研
究
を
進
め
て
き

た
。
な
お
、『
楽
石
雑
筆
』
と
は
、
大
場
が

大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
か
ら
書
き
綴
っ

て
い
た
日
記
で
あ
り
、
長
ら
く
保
管
し
て

き
た
茂
木
雅
博
氏
（
茨
城
大
学
名
誉
教
授
）

よ
り
御
寄
贈
頂
い
た
も
の
で
あ
る
。

実
際
、
野
帳
巻
二
十
五
に
は
、
磯
浜
古

墳
群
を
形
成
す
る
諸
古
墳
の
知
ら
れ
ざ
る

旧
観
が
記
録
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
原
図

に
は
、
粘
土
槨
の
粘
土
層
に
レ
ン
ズ
状
の

朱
層
が
挟
ま
れ
て
い
た
と
い
う
記
述
が
見

出
さ
れ
、
埋
葬
施
設
の
構
築
過
程
に
も
再

検
討
の
余
地
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。
こ
れ
は
、
博
物
館
の
収
蔵
資
料

と
、
関
連
ア
ー
カ
イ
ブ
を
総
合
的
に
検
証

す
る
こ
と
で
、
資
料
価
値
が
一
層
高
ま
っ

た
例
の
一
つ
で
あ
る
。

 

（
文
責
・
深
澤
太
郎
）

資
料
紹
介
　

　
茨
城
県
鏡
塚
（
日
下
ヶ
塚
）
古
墳
出
土
品
と
大
場
磐
雄
資
料

上：茨城県鏡塚古墳出土品

右下、左下：大場磐雄資料に残された鏡塚古墳の記録

　


